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1 はじめに 

 

 「平和」に関する研究は、理論的にも実践的にも多様に繰り広げられ、多く

の成果を生んでいる。にもかかわらず、今日の世界情勢はますます混迷をきた

し、食料・エネルギー、民族、宗教、国家などを巡る複雑な形態の争いが止む

ことはなく、平和な生活環境が実現されているとは感じられない。それはとり

もなおさず「平和」を「戦争のないこと」と考える我々日本人の基本認識があ

るからであるが、しかしまた一方で、地震、台風、津波、あるいは地球規模の

環境問題もまた我々の生活環境の脅威となっている。その意味で、「平和」は「戦

争のないこと」だけではなく、包括的に「生き延びる場所のあり続けること」

とした場合、「平和」を人間と場所を包括する空間・時間論として明らかにする

ことが重要であると思われるi）。そして核の問題は、「生き延びる場所」に関す

る究極的な問いである。 

 生き延びる場所を瞬時にして奪われた被爆都市において、場所に刻まれた人

間の記憶もまた、失われてしまったのであろうか。確かに、20 世紀の戦争の極

である原子爆弾の投下による被爆体験という負の記憶でさえ、その継承は容易

ではない。一般的に、時間の経過は生々しい体験の記憶をはじめは教訓に変え、

次に単なる史実となり、そして負の記憶を留める場所でさえ観光名所となり、

ノスタルジーと化したその場所の意味は最終的には忘却される（リクール、

2004-2005）。 

 語り継ぐこと、すなわち「語ること」と「聞くこと」という行為的相関の継

続性に限界があるように、記憶の証左となる都市景観も変貌を遂げざるを得な

い。被爆という負の記憶もまた、その風化が不可避であるにしても、記憶を十
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全に引き出して創造的に解釈すると同時に、記憶を継承し、「記録すること」と

いう方法以外に生きられる「平和景観」として不断に形成し続けていくための

政治的、学術的、あるいは芸術的な面からの方法的戦略が必要である。 

 「平和景観」とは、負の遺産の痕跡（物象）でも、原理的に平和ではあり得

ない世界（ヴィリリオ、2007）に生きる我々が過去を理想化してつくりあげた

単なる都市のイメージ（心象）でもない。現に我々が今ここに生きる環境に平

和であると感じる主体（身体）と客体（大地）の総称である。そして「平和景

観」が単なる物象ではなく心象に関わる限り、「平和景観」には多かれ少なかれ

負の記憶の問題が包含されている。記憶の問題は生理学、心理学、政治学、社

会学、哲学など様々な領域で論じられているがii）、「被爆」という実体験の内

実に迫るためには、被爆者の「記憶」とその「言語表現」を手がかりに解釈者

は推論を重ねる以外にない（松尾・谷 2007：11-13）iii）。しかしながら、被爆

者における「被爆」「記憶」「言語表現」のプロセスは非線型的あるいは双方向

的であると考えることもできる。例えば、「言語表現」の場面ではじめて暗黙裡

の記憶が呼び戻されることも考えられないことではない。その上、解釈者は被

爆者の記憶の証言の外部にいるとは必ずしもいえない。被爆体験を継承しよう

とする証言者の言語表現とその解釈者との信頼関係や社会的背景に表現内容が

左右されることもあり得る。本論は、原爆体験の記憶の想起・表現・解釈のモ

デルを再考し、記憶の継承に関する方法を考察することによって、「平和景観」

を生成論的に捉える一つの試みである。 

 そこで、被爆者の身体を基準に、記憶の継承に関わる「平和景観」の生成モ

デルを提示したい。広島という大地の主体となる身体としての、被爆者・子ど

も・ツーリストである（図１）。 
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図 1 記憶と継承のダイナミズム 
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2 被爆者の記憶iv）：体験記憶の多様性ならびに感性の大地性の問題 

 

 「庇護される空間」（ボルノー、1988）を奪われた被爆者の身体は、どのよう

に都市景観の記憶を蓄積してきたのか、それは暴力によって身体が犯されるこ

とのない一般的な過去の想起とどのように異なるのか。しかし、被爆者もまた

各々固有の履歴を持つ主体的な人間であり、被爆体験の歴史的な重要性以前に

一人の人間として他に代え難い人生を生きる存在であるならば、被爆の意味も

それぞれに異なっているはずである。たとえ被爆体験を語り継ぎたいという意

志が明確であったとしても、戦争の教訓のみに還元できない人生の履歴が反映

される。被爆者は「ヒバクシャ」である以前に一人の人間である。 
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 したがって、過去の想起には、途切れることのない人生の履歴という時間の

フィルターv）がかかっている（千代、2005）。多くの場合、フィルターを通過す

るものは保持された記憶の断片であり、忘却されたものが再度蘇ることは少な

い。確かに、ある事象は「健忘症的」に忘却され（米山、2005）、ある事象は歪

曲、誇張される。しかし、被爆という「そのとき」のカタストロフの記憶は、

その事象そのものだけではなく、「それまで」と「それから」の人生そのものに

関わって再生産され、主体を取り巻く様々な時期の景観の記憶と共鳴している

と考えることができる。 

 被爆体験者の証言については、当時の都市生活の行動範囲からそのほとんど

が居住地の近辺地域の記憶に限られる。一方で広島市では、民間の運営する路

面電車（広島電鉄株式会社）が主要な都市公共交通機関の一つとして戦前から

存続し、当時の運転士・車掌には広島市の都市環境について比較的広範囲に渡

る都市空間の記憶が蓄積されていると推測される。戦局の悪化に伴って、徴兵

による男子労働者が不足したために、広島市の路面電車の運転士・車掌の多く

は学校（広島電鉄家政女学校）に通いながら勤労する女学生たちであったvi）。 

 筆者は現在所在が明らかな家政女学校出身の生存確認者 34 名vii）へのアンケ

ートを実施した（2005 年 11 月 16 日発送）。アンケート調査項目は、表１の通

りである。主に戦前の記憶と復興を果たした現在の広島市についてアンケート

調査項目を設定し、アンケートという形式上、被爆体験や身体的な後遺症の問

題などのデリケートな質問については敢えて差し控えた。すなわち、被爆の事

実ではなく、その前後のつながりを主題として、入学以前の生活環境から現在

まで質問項目を設定したviii）。 

 回答者は 14 名である（2006 年 2 月現在）。その他については電話インタビュ

ーを実施しix）、未回答者から回答を得た（アンケート回答者を含め計 19 名）。

しかしながら、回答拒否者もあった。その理由は、回答意志がありながら、身

体的条件（視力の悪化や体力・気力の低下）や家族環境（配偶者の看病など）

により回答できなかった場合と、回答意志がないもの（「語りたくない」、「忘れ

たい」、「思い出したくない」、「忘れてしまった」x））に大別された。被爆体験

を語ることにはある程度の時間が必要であるが（関、2003）、それでもなお語り

得ないこともある。あるいは語り得ることができたとしても、身体的条件がそ
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れを許さない場合もある。 

 回答において、戦前、戦後共に都市の印象は肯定と否定が入り交じっている。

一例を図２に示す。 

図 2 ある回答者の戦前・被爆・戦後の記憶 

凡例：広島電鉄路面電車路線 ……、避難経路 ――― 

正の記憶 ○、負の記憶 ●、正負の記憶 △ 
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戦後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田舎から家政女学校に入学した動機は広島への憧れ、金銭的問題など様々で

ある。快活で楽観的な少女もいれば、都市生活に馴染めず時代の影響のためか

陰鬱な少女もいるxi)。被爆以前の広島の印象は、時代性によって規定されつつ

も、当然のことながら一人の人間の個性を反映している。しかし、いずれにし

ても、戦争への絶望感と生きることの希望が混在している。むしろ、戦争への

絶望感が強ければ強いほど、生きることへの執着が垣間見えるのであるxii)。 

 また、現在の広島市については、回答は基本的に肯定的である。一般的に考

えれば、カタストロフを経験した場所へ足を運ぶことは、被爆体験の景観が二

重写しになり耐え難いものであると推測される（Heidegger， 1987）

（Merleau-Ponty，1964）。しかしながら、多くの回答者が復興した広島市を肯

定的に捉え、またしばしば来広している。おそらくそれは、戦後復興を果たし

た現在の広島市が平和の証であると同時に、「夢のような広島。立派になった、

よくなった。一番好きな広島、一生広島。その思いは年々強くなる。原爆ドー

ムは母のお墓のように思える。遺骨も見つからないので」という回答は、被爆

という身体の経験を考える時、その根底に死者の眠る大地の景観に対する特別

な感情の表れと考えることもできる。被爆した身体は、今でも（あるいは今に

なって）都市の大地に対するある種の過剰な反応を示すのである。 
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 被爆体験者である女学生たちの景観の想起は、「身」（市川、2001）を剥ぎ取

られるかのような否定的体験によって、証言の事実の正誤を超えて、生と死に

おける大地性の問題（大地において死を生きる身体の問題）xiii)を浮き彫りに

している。それは外傷性の記憶（中井、2004）としてのみでは明らかにできな

い身体の持続の問題なのである。大地に生きる人間の感性は、視覚情報に還元

することはできない。大地は生命の基盤であると同時に死を内包するのであり

xiv)、被爆を経験した身体がしばしば「語り部」として立つその理由は、事実の

継承のためであると同時に、死者への感性を呼び覚ますこの大地性に誘発され、

かつまた大地に起立して天空を目指すいのちの生動ではないかと思われるxv)。 

 

 

3 子どもの感性xvi）：解釈と継承の多様性ならびに歴史的感性の問題 

 

 ところで、被爆者の歴史的身体は同じ場所に住む次世代の子どもたちに受け

継がれていく。被爆二世・三世に限らず、広島という大地に育つ子どもたちは

直接の体験者ではないために、被爆者の体験とその記憶を身に浸みて感じるた

めには、所謂「平和学習」が果たす役割は重要である。広島市の小学生は、他

県の小学生にもまして密度の濃い平和学習教育を受けているxvii）。また、平和

記念資料館を訪れ、被爆者証言を耳にし、親戚縁者に被爆体験者がいる児童に

とって、「平和」における非核・反戦（あるいはそれを可能にする国際理解）の

主題について十分に教育されている。しかし負の体験の継承が、被爆都市に居

住する次世代の子どもたちにとって「学習」以上に記憶の継承のリアリティを

持ち得るかどうかは検証しておく必要がある。 

 筆者は 2008 年度までに、小学校の総合学習の一環として 7年に渡り環境地図

制作のフィールドワーク（環境の○×評価）とワークショップ（○×評価のア

イコン化）を実施し、児童の環境認識の構造を「アイコン（絵文字）」xviii）を

通して考察してきた（千代、2003：千代、2004：千代、2005）。「エコピースマ

ップ」のコンセプトは、とくにエコロジーや歴史的環境に配慮した平和な都市

環境実現のための地図制作であり、継続的にそのコンセプトを児童に対して説

明してきたxix）。 
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 したがって、環境調査や地図制作の対象となる場所は、すべて「平和」に関

連していると言えるが、フィールドワークする広島市の小学生の記述用紙に「平

和」あるいは「被爆」という用語が認められるのは、目に見えてそれと分かり

やすい被爆した建物あるいはその痕跡が認められる場所である（原爆ドーム、

旧日本銀行広島支店、日本赤十字病院、御幸橋、白神社などの施設やモニュメ

ント）（図３）（表２））。 

 

図 3 フィールドワークにおける「平和」に関する指摘対象 
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表 2 フィールドワークにおける「平和」に関する指摘対象の記述（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所 平和に関する記述 その他の記述

○

広島らしい
原爆ドーム・緑が多い・きれいな所
多い
でかくてかっこいい
原爆ドームが見えて広島らしい
緑が多くて、人も多くて、少しでき
しいところ
原爆ドームがきれいだから
原爆ドームが広島らしいから
原爆ドームが広島のシンボル
原爆ドームがあった
原爆ドームが見えて、きれい
広島らしい
原爆ドームがある
広島らしい
世界遺産がある
歴史を感じる
歴史がそのまま残っている
平和を感じる
原爆ドームがあり広島らしいから
広島らしい、市民球場

そうじをして広島をきれいにし
きれい
きれい、しんせい、川がきれい
きれいだから
市民球場もあるそうじをして広
れいにしている
きれい
きれい、しんせい、川がきれい
きれいだから
市民球場もある
人がにぎやか
地面がコンクリート
広くて意外と新
その周辺がきれいとても楽しい
緑がきれい
とても大きくていい
緑がきれい
緑の字でわかりやすい
きれい
広そう(市民球場)
大きくてきれいだった
並木がきれいだった
緑がある
大きくてにぎやか
建物がきれい
緑が多くてきれい
かっこいい
かっこいい、にぎやか
木がたくさんある

×

ゴミがいっぱいある
まぶしいから
入り口がきたない
ゴミが多い(中)

的場町ー
稲荷町駅
周辺

○

平和的(？)

神社があった。人が多そう。
古い店があってなつかしそう！
寺が広島市のような都市にある
ずらしい
むかしながらでいい

第1回目（広島駅～西広島駅）

原広島 爆
ドーム

場所 平和に関する記述 その他の記述

○
古いけど新しい建物(スロープがある)
(←旧日銀)

森林がきれい
花
芸術的
寺社が歴史をかんじる
歴史がいっぱいつまっている(白神社
歴史がある(白神社)
きれいなビル
花がきれい
時計がある(NHK)
お祭りが楽しそう
じんじゃ
木がきれい(気持ちいい)(植物)

△
渋滞気味
でかい
きれいなビル(環境に悪そう)

×

きたない
でんていがあぶない
でんていがない　　(×)
車がすれちがうのがぎりぎり(×)
自転車がとめてあってあぶない
通行のじゃま
階段が長い(NHK)

○

たて物のれきしがよくわかる(広島赤十字
原爆病院)
被ばく建物
古くていい

古いけど歴史を残していてきれい
門がある(東千田公園)
広場らしくない広場でやすらげそう
赤と青の建物がにあう
マンションがきれい
ポプラの上に草がいっぱいあった
家がれき史を感じる
でんきついたらきれいのはず
木が多くてきれい
紙が貼ってない(○)
木がたくさんある
緑のビル
きれい
緑がある
マンションがきれい
歴史をのこしている　りっぱな木
公園がきれい(東千田公園)
公園がきれい(東千田公園)
ビルがきれい
ビルがきれい
タバコのポイ捨て防ぐためのたばこす
てば
フリマ　自然
緑がたくさんある
みどりがたくさん
かんばんがあかるい
木がたくさんある公園

△

やしの木がかっこいい
マンションの色がまぶしい
きれい
こげのこった家
自転車ルームに自転車がなくて、ほか
のところに！

× 原爆でのこっていたかど

自転車が多い
お店の前の箱がじゃま
きたない(東千田公園)
歴史を感じる(東千田公園)
うすぎたない
紙がはってある(×)
ゴミがある
ゴミ袋がある
自転車を止めていてあぶない
病院があった

○

緑いっぱいの公園か、花などがボラン
ティアの人によって作られている
緑がたくさんある
自然がある
木が多い
木がたくさんある
花が植えてある
交通安全のはたがある
みどりがいっぱいある

△
げんばくのこわさがわかるから○だけど
んばくで×

緑はたくさんあるけど車がたくさんあ
る。

×

へんなもの(黒)(←平和大通りのオブ
ジェ)
(もと)川(×)
車がいっぱい、事故がありそう。
危ない。

○

いろいろおりづるなどのれきしをのこし
いる(カブト)　(↑京橋川西側緑地帯、原
爆関連展示)
平和的
せきひ　歴史をかんじる
げんばくでのこっていてれきしをかんじ

× くずれそうな古い建物がある

第2回目（紙屋町東駅～広島港駅）

広電御幸
橋駅周辺

広電袋町
駅周辺

広電日赤
病院前駅
周辺(広大
東千田
キャンパ
ス付近)

平和大通り

○
はとがいるから平和を感じる
はとがたくさんいて平和そう

歴史がある
おじいさんが原ばくについて話し
れた
歴史をかんじる
れきしをかんじる
歴史が詰まっている

△
昔からある
歴史をかんじるけどきたない
歴史をかんじるけどきたない

○

ひばくした橋古くてれきしを感じる

橋古くてれきし感じる
れきしをかんじるはし
古そうな橋
昔の建物があっていい

△ 歴史的だけどふんいきがあってな

的場町付
近

○

ここにも被害があったことがわかり、
しを感じる
原爆いれいひがあって原爆のことを忘
いように伝えている

歴史が残っていていい

○
電停に平和のしょうちょうのはとの形
あった

神社
いなり寺
神社がよい
橋、歴史
橋が古く、歴史がある
橋、歴史
れきしのあゆみがかんじる
いなり神社

× 古くて汚い(建物)

胡町付近 ○ れきしをのこしている
ひばくの碑があって

○
じゅんしょくのひがありへいわをかんじる

○

原爆ドーム、れきし、外国人
木、川、ドームがいっしょになって

紙屋町西
付近

良
原爆ドーム
げんばくの橋
げんばく
原爆ドーム
げんばくどーむ
原爆ドーム、歴史が残っている

歴史に、残る、たてもの
れきし、いいとこ、悪いとこ
歴史がつまっている
なんでも
昔ながらの電停がきれい

× くずれそう。
古くて広島におちてげんばくの象徴

○
碑がある(ﾊﾅﾐｽﾞｷ)歴史らしいのを感じる

広島駅

猿猴橋町
駅周辺

福島町付
近

稲荷町ー
銀山町付

近

ド原爆 ー
ム周辺

第3回目（広島駅～西広島駅）
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そして平和環境と見なされる対象は、学年が上がるに連れて、一般的な都市環

境を評価する場合とは対照的に一義的となり、近視眼的に「もの」へと収斂し

ていく。フィールドワークする身体は、「平和」に関する限り、場所に密着した

感性より場所のコンテクストを離れた概念が勝り、身体を規制していく。フィ

ールドワークを重ねるにつれ、被爆建物の周囲の景観への関心は薄れ、慰霊碑

などのオブジェクトなどが「平和」環境として認識される傾向が強くなってい

くのである。 

 しかし一方で、平和環境としての解釈は、時間的・空間的に拡がっていく。

それは、ワークショップにおける平和環境に関するアイコン表現に顕著である

（図 4）（表 3）。 

 

図 4 ワークショップによる地図（1 グループの抜粋、部分） 
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表 3 ワークショップにおける指摘対象アイコン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通アイコン 記述 カスタマイズの元 記述

（共通アイコンの意味） 共通アイコン
（オリジナル・カスタマイズアイ

コンの意味）

広島駅前広場 ハトがいて平和らしい

原爆ドーム
広島らしい／原爆ドームが歴史を感
じさせる
（歴史のつまったところ）

広島らしい

原爆ドーム周辺
平和を意味するものなどあり広島の
平和をいみしている、平和!!
（歴史のつまったところ）

平和
（世界につながる場所＋たすけあ
い）

銀山町電停付近

（被爆建物）

アンデルセン

（被爆建物）

広島市役所旧庁舎
資料展示室

平和な歴史のつまった場所
（歴史のつまった場所）

広電袋町電停付近

ひばく電車があった／ひばくした木
が残してあった、それは当時のこと
を知ってもらうため
（歴史のつまったところ）

日赤病院
少し歴史があるたてもの
（歴史のつまったところ）

広電日赤病院前電
停

歴史がかんじられる
（まちの文化）

広電日赤病院前電
停付近

げんばくのあったこと、こわさがわ
かるから○、やっぱりげんばくがお
ちたということだから×、よって○
×!!!
（まちの文化）

広電中電前電停付
近

はとが広島らしい
（いのちの水）

宇品西四丁目付近

ひばくしているたてもの、れんがで
れきしがつまっているので○、だけ
どかっこう、みためがわるいから×
（まちの文化）

平和記念公園
平和
（世界につながる場所＋たすけあ
い）

広島駅
ハトが広島駅の中にいて広島らしい
（鳥のむれが見えるところ）

ここにも被害があったことがわか
り、歴史を感じる
（歴史のつまったところ）

このたてものは、古くて戦前から
あって歴史にのこるのでいい、でも
危険
（歴史のつまったところ）

原爆いれいひがあった
（歴史のつまったところ）

平和記念公園

地球のみんなに優しく歴史を感じ
る場所
（世界につながる場所＋歴史のつ
まった場所）

げんばくドームは歴史に残るたても
のでいい！,古くて原爆がおちたこと
のしょうちょう／ひばく建物で広島
らしくてよい
（まちの文化）

原ばくドーム歴史を感じる,
（被爆建物）

原爆ドームが広島らしくていい／平
和のしょうちょう、今は危ない（世
の中）／原爆ドームがあって歴史を
感じる／歴史の歩みが感じられる
（歴史のつまったところ）

原爆ドーム付近
とうが平和の象徴っぽい
（まちの文化）

相生橋が歴史を感じる
（被爆建物）

歴史の歩みが感じられる
（歴史のつまったところ）

いれいひ

ハトがいて平和
（まちのアート）

カスタマイズ・
アイコン

第1回目

指摘対象 オリジナル・アイコン

第2回目

第3回目

広島駅付近

原爆ドーム

相生橋

猿猴川沿い
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とくに被爆を基点とした歴史的な時間認識がアイコンを通して「平和」と結び

付いていく。直接的な「平和」という言葉の記述だけではなく、アイコンによ

って「被爆」以外の意味が多様に表現されている。それはオリジナル・アイコ

ンよりもむしろ既存のアイコンの適用やカスタマイズという手法が用いられて

いる。とくに、「歴史のつまった場所」「世界につながる場所」のアイコンが「平

和」に関して重要な役割を担っている。つまり、自由なアイコン表現よりも、

むしろ身体に根ざしたイメージを構造化した「アイコン」という「型」（源、1989）

（尼崎、1990）やそれを変形する作業によって、「平和」に関する個性的表現の

可能性が開かれている。 

 地図制作の後、ある 6 年生児童は、広島らしい平和に関するアンケートの自

由記述で「他の人は、戦争がなければ平和と思うかもしれませんが、私は、戦

争をしないだけが平和ではないと思います」と回答している。そこに含意され

たものは、明快に説明できなくても地図制作上の様々な工夫に現れている。言

い換えれば、子どもの平和概念や歴史的感性は、言語表現以外の表現方法によ

っては、多様に表出するのである。 

 

 

4 観光の眼差しxx）：暗示説明とパノラマ景の重要性ならびに見えないものへ

の感性の問題 

 

 次世代の子どもが負の記憶を継承していく一方で、広島平和記念資料館が「ヒ

ロシマを世界に」（1999）と謳っているように、被爆が世界的な価値を持つため

には、被爆都市以外の世界の人々に、どのように語りかけ、どのように聞かれ

るのか、その戦略が鍵となる。語り部の証言（あるいは地元のボランティアガ

イドの説明）などを聞く機会の少ない多くのツーリストにとって、実体的には

被爆した人間と寄り添うもう一つの身体、すなわち有形の遺産（被爆建造物や

モニュメントなど）が証言者となる。 

 もちろん、広島にはさまざまな観光形態、限定的には戦後の「平和観光」の

形態が存在する。小中学生の修学旅行は最も代表的な平和観光形態であるが、

今日では団体旅行のみならず、個人旅行の増加によって、宮島とセットにした
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原爆ドームの世界遺産観光も一般化している。そのかなで、昭和 29 年より広島

バス株式会社によって始められた定期観光バスは必ずしも主流ではないが、広

島市の全体像を紹介する観光形態である。 

 筆者が独自に収集した定期観光バスのガイドテキストxxi)や運行系統変更の

申請書をもとに復元した 31 通りの運行系統は、これらのバス目的地に対する通

過の有無とそれに対応する運行系統の距離によって、三期に大別された。表 4

に観光案内の内容が大きく変わるものを抜粋し、14 通りを掲載するxxii） ）xxiii 。 
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表 4 運行系統の類型 

凡例：運行系統— — — — — — — — —  運行系統（推定）—  —  —  —  —  
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第一期では、戦後復興以来の広島市観光を定着させるために、市外や県外の

伝統的な観光地を含めることで広島市観光を保証し、その一方で広島市内では

様々な運行系統が検討され、観光地開発が模索されていく。 

第二期では、ツーリストが広島市への往来に新幹線を用いるようになったこ

とで、移動距離を少なくするため東西方向を縮小し、市内を南北に移動する形

態を取り、降車場所を減らして、より効率的な観光地巡りが試みられる。  

第三期では、新奇性や歴史性のある主要観光地のみを短時間で簡単に回りた

いというツーリストの要望xxiv）により、コンパクトな運行系統から外れる観光

地は取り上げられなくなり、運行系統は主要観光地の多い市内中心部へ収縮し

ていく。 

 しかしながら、そのような外的要因があるにせよ、平和記念公園や平和大通

り、広島城など戦後復興期に整備された中心市街地の他に、広島空港や広島市

現代美術館、東洋工業のような施設が運行系統に取り入れられた時期もあった

が定着せず、結果的に定期観光バスによる広島市の観光景観は、市内中心部の

限定的な地域で形成されることになった。これは、広島市のアイデンティティ

が、ある意味では戦後復興期の観光資源に今もなお依存していることを示して

いる。 

一方、それらの運行系統で説明される観光案内の内容は、個別の場所の観光

（平和記念公園、原爆ドームなど）では戦後復興についての説明が主である。

それに対し、パノラマ景では、バスガイドはそれに加えて戦前の景観（瀬戸内

海などの地形や歴史的な出来事）についても語る。そのような複合的、重層的

な平和を象徴するパノラマ景が得られる場所の典型が、広島市の旧市街地の東

端に位置する比治山であった。 

これらのことは、地元のバス会社による郷土愛の反映とも考えられるが、単

に戦後復興を強調して語るために戦前の歴史が取り上げられたのではない。戦

前の広島の伝統、戦中のむしろ語りたくはないであろう史実、そして誇るべき

戦後復興が定期観光バスにおける語りにおいて繋がれていく。つまり、原爆投

下によって破壊された都市広島では、都市環境が急激に変化していく戦後復興

期に、おそらく物理的な復興の様子を見に来たであろうツーリストの要望に応

えるだけではなく、伝統的な俯瞰景や史実のある場所を通して、歴史的な時間
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の連続性を復興し、都市環境全体の時間的・空間的つながりの中で語り手は「平

和」を志向し、聞き手の観光景観が形成されていったと考えられるのである。

実際、昭和 37 年のガイドテキストでは、「復興の息吹に燃える広島の観光に、

ようこそお越し下さいまして、有り難うございます」に始まる定期観光バスは、

最後に比治山を経由し、歴史的都市環境全体が俯瞰され、「縄文文化の昔から、

現在まで、広島の歴史は、種々様々の人生をのせて、一秒一分と年代を重ねて

います」という文言で締めくくられている。 

しかしながら、観光景観におけるそうした歴史的な時間の連続性は、高度成

長期以降断絶されていくことになる。俯瞰景が失われ、案内内容についても歴

史的な繋がりは限定された一部施設の点景によって語られるのみとなった。比

治山からのパノラマ景を失ったことで平和の意味は、戦後復興に限定され平板

化したと言わざるを得ない。 

 一方で、歴史的景観としての瀬戸内海は、眺望が得られなくなった平成 3年

においてもバスガイドによって語られていた。実際には見えなくても、聞き手

であるツーリストに想起させるものは、観光景観の一つである。つまり、戦前

の歴史、すなわち伝統との接続はごく近年まで、暗示説明という形式で続けら

れていたのである。しかし、バスガイドの強い要望にも関わらずxxv）、ルート

の短縮化が実施され、結果として点景化が引き起こされた。広島市は被爆によ

って戦前との空間的な断絶が生じたといわれるが、実際に聞き手によって形成

される観光景観の歴史的な断絶は、ある意味で高度経済成長に起因する都市の

高層化が背景となって進行していったと考えられる。 

 

 

5 おわりに 

 

 筆者の考察の対象に限界があることは言うまでもない。「平和景観」を主題と

するとき、例えば識者による平和論やより具体的には原爆ドームの世界遺産化

を巡る社会的問題は必ずしも等閑視できない。しかし少なくとも、次元の異な

る被爆者、子ども、ツーリストという主体を巡る歴史的考察や、個々人の人生

の履歴に遡行するような質的な考察が、記憶の継承に関するダイナミズムと「平
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和景観」の生成を理解するために必要であると思われる。 

 記憶の継承の基点となる被爆者の記憶は、それ自体動態であり、記憶の記録

という問題設定のみでは捉えられない。そこには生きる人間そのものの「歴史

的感性」xxvi)のあり方が関わっているのである。それは、被爆者、子ども、ツ

ーリストの全てに共通する問題である。負の記憶の記録のみに依存するのであ

れば、（仮に世界戦争が勃発しないことを前提とした場合）「平和景観」は非日

常の虚構を演出するディズニーランド化を避けられないように思われる。 

 

 

                                                  
注 
i 「生き延びる場所」は単にサバイバル（生存可能性）の論理ではなく、そのような場所

があり続けることによって、人間の生死の履歴が刻み込まれる「聖地」のような場所の謂

である。 
ii 芸術家における記憶のダイナミズムについては、とくに港（1996）を参照。20 世紀の戦

争とその記憶については、セルトー（1987）、藤原（2008）を、戦争の記憶の継承につい

ては、田中（2008）を参照。 
iii 松尾雅嗣・谷整二（2007）「広島原爆投下時の一次避難場所としての橋と川」『広島平和

科学』29、1-27 頁。 
iv 被曝者の記憶に関する詳細な論考については、千代章一郎（2006）を参照されたい。 
v このフィルターは、認知心理学における「スキーマ」と言い換えることができるかもし

れない。したがって、貯蔵されている記憶情報の再生（想起）には歪曲や誇張を伴うこと

もある。 
vi 家政女学校の女生徒たちの多くは、広島市外の田舎育ちの女性であった。一般の被爆体

験者の記憶との差異は、軍国主義的なイデオロギーの影響が男性とは異なる「女性」とい

う身体と同時に、この点にも求められるであろう（しかしながら生まれ育った環境との関

連は本稿では見出せなかった）。いずれにしても、女学生たちにとって、広島市の都市景

観は日常に埋没して記銘されない自明の景観ではなく、勤務を通して憧れ・羨望・驚きを

伴っていたと考えられる。この意味で、女学生たちの原爆投下以前の都市景観の想起は比

較的鮮明である。 
vii 河野氏の資料提供による。原爆投下直前の家政女学校在校生は 309 人であり、約一割が

被爆死したという（堀川・小笠原、2005）。 
viii しかし実際には、「それまで」と「それから」の記述に誘発されて、「そのとき」が想

起されずにはおかないことが、アンケートから明らかであった。 
ix アンケートという手法を用いたのは、単にインタビュー調査の予備情報収集のためでは

ない。確かに、アンケート調査では記入者の諸条件に応じてばらつきが発生するが、イン

タビュー形式による調査者の誘導は回避でき、景観想起の特徴の一部が抽出可能と判断し
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た。電話によるインタビューにおいてもアンケートと同列に扱うことには注意が必要であ

るが、調査項目に限定して電話インタビューを実施した。なお、筆者は回答者との共感に

基づくインタビュー調査も継続的に進めている。 
x 記憶の想起が最も困難な「忘れてしまった」においても、「語りたくない」「忘れたい」

「思い出したくない」との境界は、それほど明瞭ではない。 
xi 寄宿していた寮についても、「楽しく、お国にお役に立て、自立して、友人も楽しく、

一番いい思い出」という回答とは正反対に、別の回答者は「お腹が減っているせいでみん

なぎすぎすしていた。田舎育ちが多いのにこんなものかと思った」と回答している。 
xii 一般の被爆者証言を統計的に扱った濱谷（2005）においても、カタストロフの体験と人

間の生命力との相関を読み取ることができる。 
xiii ここで言う「大地」とは、身体と相即した空間を生成させる基盤という意味である。

この意味で建築は、大地と天空のあいだに生成する空間の一形式である。 
xiv そのような「大地」の自覚は感性・悟性・理性の複合的問題である（今道 1993、p.101）。 
xv 天空と大地の間の建築については、産業奨励館（原爆ドーム）、八丁堀（繁華街）、護国

神社、宇品港、名所（縮景園・比治山・宮島）が大半を占める。1915 年、外国人建築家ヤ

ン・レツルによって設計された産業奨励館（原爆ドーム）は当時の新名所であり、八丁堀

については、広島随一の繁華街になっていたことから、食料や映画などの記憶が多い。護

国神社や戦地へ向かうための宇品港については、軍都を反映した景観の記憶であり、名所

については休日のささやかな楽しみであった。戦後これらの場所は、1）被爆後もそのま

ま保存・再利用されている、2）被爆後にレプリカが建設されている、3）被爆後に別の建

物が建設されている、4）被爆後に別の場所にレプリカもしくは類同する建物が建てられ

ている、というカテゴリーに分類される。 
xvi 子どもの感性に関する詳細な論考については、千代章一郎（2007）を参照されたい。 
xvii 小学校カリキュラムにおいて、高学年化による平和教育の蓄積と同時に、断片化が生

じていることも指摘されよう。広島大学附属小学校の『教育課程』（1998）では、総合学

習・社会科・生活科で平和学習に重点が置かれているが、メニューは豊富であるにもかか

わらず、科目間連携の難しさもあるが、必ずしも体系的な平和教育ではない。 
xviii アイコン（icon）とは、画像を意味するギリシア語エイコンeikõnに由来するイコン

に着想を得た言葉である。ピクトグラム（絵文字、pictgram）の一種で、コンピュータの

ディスプレイ上にプログラムやファイルの種類をシンボル化したものである。米ゼロック

ス社の「ALTO」（1973）の研究開発に始まるGUI（graphical user interface）環境を備え

たオペレーティングシステムは、アイコンを用いることによりユーザーが直感的に分かり

やすく操作できるようにしている。アップルコンピューターが 1984 年に発表したMacOSに

初めて採用された。東方正教会で崇敬される板絵の聖画像イコンが小アジアからエジプト

に広まり、のちにバルカン半島やロシアへ波及したように、アイコンはさらに、1995 年に

発売されたマイクロソフトのWindows 95 に採用され、世界中に普及した。筆者が用いてい

るアイコンは、世界 300 年以上で活動が展開されているNPO組織、Green Map Systemによっ

て環境に良いとされる要素や環境に悪いとされる要素に関する 11カテゴリー125個のアイ

コンであり、地域のローカルな環境をこれらの世界共通のアイコンを用いて表現することで、

グローバルなコミュニケーションが主にインターネットを介して行われている。 
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xix 明文化された環境地図制作のコンセプトは、明快かつ多様な解釈が可能であるように設

定している。すなわち、次の通りである。「ひろしまエコピースマップは、「ひろしまをつ

なぐ」環境地図です。人・地球・自然・歴史を路面電車でつなぎながら、場所に愛着が芽

生えるような感性を育み、あたらしい「平和」（エコピース）を表現していきます」。フィ

ールドワークにおいては、そのような「エコピース」な環境は○、そうでない環境を×、

どちらとも言えないもしくはどちらとも言える環境を△で評価し、ワークショップでは○

×△に対応する緑赤黄アイコンに置き換えて、「エコピース」の内容を表現する。 
xx 観光の眼差しに関する詳細な論考については、Sendai and Yokoyama（2005）及び千代

章一郎・横山尚（2003）を参照されたい。 
xxi ガイドテキストとは、運行系統の変更や都市景観の変容、あるいはツーリストの要望に

応じて、バスガイドらによって（平成 11 年のものについてはバスガイドの教育者によっ

て）新聞や文献資料を用い、時事に合わせて改訂される。その間隔はおよそ一年である。

バスガイドはガイドテキストをもとにガイドを行うが、その内容をそのまま話すのではな

く、歴史資料や新聞などからの新しい情報や知識によって個人で異なる演出を加えた内容

に改変している。しかし、バスガイドへのヒアリングによれば、ガイドテキストはバスガ

イドらにとって基礎的な重要性を持つ社外秘の資料として位置づけられている。調査の結

果、現存するものは、昭和 37 年、48 年、57 年、60 年、平成 3年、11 年発行の 6部であ

る。 
xxii なお、市外の観光地との組み合せで複数のコースが設定されることもあるが、市内観

光に関しては常に 1コースのみの運行である。 
xxiii 表中に示す運行系統の復元図には、各申請書の申請年と下車場所、その運行系統の特

徴を併記している。また、それぞれ申請年により近い、5 万分の 1 地形図（国土地理院発

行）を筆者がトレースしたものを下地とした。申請書の申請年と、用いた地形図の発行年

の対応は以下の通りである。（申請書の申請年－地形図の発行年） 

昭和 31 年－昭和 25 年／昭和 32 年、34 年、37 年、43 年、49 年－昭和 45 年／昭和 50

年－昭和 48 年／昭和 60 年－昭和 59 年／昭和 62 年、平成元年－平成元年／平成 10 年、

12 年－平成 11 年 
xxiv 「安く、早く、手軽」広島バス株式会社発行、平成 10 年 2 月 25 日申請、「一般乗合旅

客自動車運送事業（定期観光）の一部休止申請書及び事業計画変更（運行時刻・運行系統）

認可申請書」より引用。 
xxv バスガイド経験者は、インタビューで次のように述べている。「今も私たちはなぜ比治

山をカットしたのかっていうのが疑問なんです。それはもう会社の方針ですからどうしよ

うもないですけど、復活させてほしいというのは、あることはあるんですけども、なかな

かガイドの意見としては通ってない」（広島バス株式会社所属バスガイド退職者S女史へ

のインタビュー、2003.10.19 実施）。一方、事業者は、時間短縮を理由に見晴らしのきか

ない比治山を経由することに意味を見出さなくなった（「上がっても見えない展望台じゃ

あね、展望台じゃないもんですからね」（広島バス株式会社観光部長、事業部長へのイン

タビュー、2004.1.16 実施））。 
xxvi 桑子（2001）は、「痕跡から失ったものを探り出す能力」として歴史的感性を定義して

いる。 
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